
 

 

 

 

 
 

輸入部品倉庫を「新子安グローバルロジスティクスセンター」へ移転 
2025年 9月 29日 

 

 KD輸出倉庫と合わせ「新子安グローバルロジスティクスセンター」へ移転 
 物流機能の効率化、業務効率の向上につなげる 

 
三菱ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・CEO：カール・デッペ
ン、以下 MFTBC）は､輸入部品倉庫(横浜市鶴見区大黒町)を、「新子安グローバルロジスティクス
センター」(横浜市鶴見区生麦)へ移転し、2025年10月1日より業務を開始します。 
 
新子安グローバルロジスティクスセンターは、MFLP 横浜新子安(横浜市鶴見区生麦)に所在し、
地上5階建て、延べ床面積は約12万㎡です。2025年5月に川崎市東扇島から移転したノックダウ
ン(KD)*1輸出部品梱包倉庫*2に続き、輸入部品倉庫の移転によって、工場外物流機能を統合し、
輸出部品梱包倉庫との工場間物流距離短縮や輸入部品梱包資材の再利用などの効率化を図り
ます。また、川崎製作所(神奈川県川崎市)との距離短縮による物流効率化に加え、倉庫内の部品
保管位置を最適化するロジックの導入により、庫内作業の業務効率化を実現します。 
*1 車両部品を輸出して、輸出先で完成車に組み立てる生産方式 

*2 2025年5月7日プレスリリース 

 
大黒ふ頭の輸入部品倉庫は、2013年に稼働を開始し、海外サプライヤーから輸入された部品を

保管後、トラックを生産する川崎製作所や、バスを製造する三菱ふそうバス製造株式会社(本社：

富山県富山市、代表取締役社長：藤岡佳一郎)、さらには移転前の東扇島 KD 輸出部品梱包倉庫

へ部品を供給してきました。2025年8月末時点で約5,250部番、1,300万点の部品を保管していま

した。 

 
新子安グローバルロジスティクスセンター 

 
 
 
 

https://assets.mitsubishi-fuso.com/fusoassets/2025/05/%E3%81%B5%E3%81%9D%E3%81%860507_KD%E8%BC%B8%E5%87%BA%E9%83%A8%E5%93%81%E5%80%89%E5%BA%AB%E3%82%92%E6%96%B0%E5%AD%90%E5%AE%89%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%B9%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%AF%E3%82%B9%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%81%B8%E7%A7%BB%E8%BB%A2.pdf


 

三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、川崎市に本社を置く商用車メーカーです。ダイムラート

ラック社が89.29%、三菱グループ各社が10.71%の株式を保有しています。90年以上の歴史を持つ

FUSO ブランドのトラックやバス、産業用エンジンを世界約170の市場向けに開発・製造・販売していま

す。日本初の量産型電気小型トラック「eCanter」による電動化や、運転自動化では大型トラック「スー

パーグレート」に国内商用車初の SAE レベル2相当の高度運転支援技術を実装するなど、先進技術の

開発に積極的に取り組んでいます。 
 


